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Abstract
This paper explores the effects of a learning support system by means of an e-portfolio system 
called“manaba”at Nagasaki International University, and the corresponding action research 
conducted by the author.
According to the results of the questionnaire, ８１.１％ of the students answered“Agree”or
“Somewhat Agree”to the question item“It is a good opportunity of reflecting what we’ve learned 
to answer the level of understanding on manaba.”In addition, ６９.８％ of the students answered“Agree”
or“Somewhat Agree”to the question item“It encourages us to do out-of-class learning more by 
being asked about whether we did the out-of-class learning on manaba.”As for the number of 
students who answered“Agree”or“Somewhat Agree”to these question items, the results of the 
Chi-squared test with Yates’s correction indicate statistically significant differences between the 
utilization of the paper-based reflection cards in ２０１３ and that of manaba in ２０１５.
Furthermore, ９８％ of the students answered“Agree”or“Somewhat Agree”to the question 
item“It is a good way of reviewing to itemize what you think is important and want to remember 
on manaba.”
Thus, it is maintained that the e-portfolio system, manaba, has positive effects for the students.
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トフォリオとして manaba folio を導入し、平
成２６年度からは、出席管理や小テストをオンラ




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の manaba の教育効果を検証するために筆者 
が取り組んだ AR を中心に考察を加えてきた。
今回の AR は、平成２５年度に実施の時よりも、
manaba を活用する割合が増えたことに伴い、
改良を加えた上で実施をした。その結果、
manaba を使用しての様々な取り組みは、紙ベー
スのリフレクション・カードを使用していた時
よりも、プラスの効果をもたらしていることが
明らかになった。特に、manaba の出席アンケー
トで「授業の理解度」と「授業外学修」の確認
をすることは、リフレクション・カードを使用
していた時と比べて、肯定的な意見が多くなり、
前回と統計的な差があるのかを調べるためイェ
イツの連続補正をしたカイ二乗検定も行ってみ
た結果、有意差が認められた。また、課題を２
つにし manaba へのアクセス量を増やすような
仕組みにしたこともあり、授業後に「解答・解
説」のプリントを見ることができるのは、便利
だと思うと考える学生の割合も増加し、前回と
比べて統計上も有意差が認められた。
このように、ｅポートフォリオの manaba は、
教育支援ツールとしての役割を十分に果たして
いることが分かる。
今回は３回目の AR であったので、前回まで
の反省点を活かし、一歩ずつではあるがさらに
授業改善を行うことができた。今後は、授業外
学修をさらに増加させるために、ｅポートフォ
リオを活用しながら、教育の質の向上に努めて
いきたい。
注
１） リフレクション・カードとは、学籍番号、氏名、
学科、科目名、日付、出席（定時・遅刻《入室時
間》）、授業の理解度、授業外学修、コメントが記
入できるようになっている紙のカードである。
２） 前回のアンケート調査票は付録を参照。
３） 表では、端数処理をしているため、２　 つの項目
を合計する場合には、表に示している数値の合計
とは一致しない場合がある。
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